
ふく・わた この1年

2021年度事業報告書

≪福島県地域創生総合支援事業補助金助成事業

バーチャルコットンツアー＆SDGs研修受け入れ事業を中心に≫

一般社団法人ふくしまオーガニックコットンプロジェクト



代表挨拶 2012年から動いてきた「ふくしまオーガニックコットンプロジェクト」を、直接関わる個

人や組織の手で舵取りできるものに編成し直そうという試みは、2019年度から構想と

して内部で語られていたものでした。しかし、なかなか組織づくりができぬままに年を重

ねていました。 そして、ようやく2021年度のスタート時点で 「一般社団法人ふくしま

オーガニックコットンプロジェクト」（略称ふく・わた）として歩み出すところまで、到達する

ことができました。

そして、2021年度は福島県からの助成金を頂きながら、先ずは組織体としての基盤整

備とコロナ禍の中でも実施し得る事業運営を一つずつ重ねてきました。1年間の取り組み

の中から、プロジェクトのもつ熱量を感じて頂けたら嬉しいと思います。

202２年3月２２日

一般社団法人 ふくしまオーガニックコットンプロジェクト

代表理事 吉田恵美子
代表プロフィール
大学卒業後一旦教壇に立ったが、福島県いわき市に戻り専業主婦となる。社会とのつながりを求め、
仲間と1990年ボランティアグループザ・ピープルを立ち上げ、古着リサイクル活動を中心に住民主
体のまちづくりを実践。東日本大震災後、被災者・避難者支援活動をきっかけに地域のNPOの連携組
織で住民自身の手による未来づくりに取り組む。
いわき市民間国際交流・協力団体連絡会事務局長 災害支援ネットワークいわき副会長
受賞歴：国際交流基金地球市民賞理事長特別賞受賞・いわき市市政功労賞（ザ・ピープル）

チャンピオン・オブ・チェンジ受賞
著 書：早稲田大学ブックレット「震災後」に考えるシリーズ35 『フクシマから日本の未来を創

る－復興のための新しい発想』 共著 編者：松岡俊二・いわきおてんとSUN企業組合（株
式会社早稲田大学出版部）1



≪ふくしまオーガニックコットン

プロジェクトとは…≫

東日本大震災後の福島県浜通りで、2012年から在来種の原種に近い茶色い綿花を、

農薬や化学肥料を全く使わない有機農法で栽培しています。地域の農家だけではなく、

首都圏をはじめとする地域外から足を運んで下さる方々や、企業や団体、地域で育つ子

供たち、原発避難によりいわきで暮らすようになった方々、避難元の町村に帰還された

方々など、様々な立場の方々との交流を重ねながら栽培を続けています。

更に、収穫された綿花は、プロジェクトの仲間の組織により国内の工場で加工され、製

品化が進められています。また、地域内での女性たちの手による手仕事創出という流れ

も生まれています。

震災後の動きの中でのつながりや気づきが、このプロジェクトを支える基盤となってい

ます。
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≪ふく・わたとは…≫

ふくしまオーガニックコットンプロジェクトの中でコットン栽培やものづくりを支える組織や個人が、互いに手を取り

合ってこの取組みを更に前に進めようと、2021年4月に設立されました。

≪ふく・わたが目指しているのは…≫
有機農法による綿花栽培とその収穫物によるものづくりを中心に、

その取り組みに関連して生まれるさまざまな活動や人々の交流を通し

て、真に豊かな暮らし、地域、未来を紡ぎ出して次世代につなぐことで

す。（定款記載事項）

≪ふく・わたが行う事業は…≫

Ａ．有機農法による在来種の茶綿を主とする綿花栽培に関する事業

Ｂ．綿花栽培を仲立ちとする地域内外の人的交流促進の事業

Ｃ．収穫された綿花を活用して行う産業創出事業

Ｄ．有機農法の実践並びにそれに関する研修事業

Ｅ．環境配慮型のライフスタイルの提言並びにそれに関する事業
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≪ふく・わたが2021年度取り組んできた事業の方針と成果は…≫
（2021年度事業計画より）

◆正会員の皆様と共に、「ふくしまオーガニックコットンプロジェクト」の実施主体として走り出すための組織の体制づくりを行います。

⇒年度当初の法人立ち上げ以来、12月までは法人理事による定例ミーティングを毎週開催し、組織として動き出すための基盤整備
に努めてきました。福島県地域創生総合支援事業補助金の助成を受けられたことで、基盤整備のうちホームページ・Faceｂookペー
ジ・パンフレットといった広報ツールを整備することができました。また、コットン栽培によって得られる収穫物であるコットンの原綿
としての出荷について、株式会社起点との契約取り交わしまで年度内に進めることができ、今後のプロジェクトの進展についての懸
念事項の一つを解消することができました。一方、事務局体制はまだまだ十分整備が整ったとは言い難く、次年度に向けた課題と
なっています。

◆活動会員の皆様と共に、コットン栽培を続けることに希望が膨らむような取り組みを検討し、実際の栽培に活かします。

⇒コロナ禍の影響は大きく、今年度の法人としてのツアー受け入れは６件に留まり、法人としての財務基盤を整備することは難しか
しいものがありました。しかし、県補助事業の中でオンラインツアーの開催を試みるなど、新しい取り組みを加えたことで、これまでの
復興支援のフェーズから次のフェーズに移行した取り組みとしての立ち位置は明確にすることができました。栽培に関しては、専門家
の指導や土壌検査の機会を持つなどして、収量を上げていくための工夫を加えることができました。

◆応援会員として参加下さる方々にとって、参加意欲が高まるような仕組みを作り、支援の輪を広げます。

⇒応援会員へのプロジェクト参画のメリットの提示はまだまだ不十分と言わざるを得ません。事業案内レベルで留まってしまったこ
とには大きな反省が残ります。 この報告書の送付を年度内に行うことで応援会員への情報提供になるよう努めていきます。
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≪ふく・わたの1年の歩みは…≫
月 事業内容

4月 19日 法人登記

5月 1日 福島県地域創生総合支援事業補助金助成事業 開始

6月 5日 世界環境DAYに開催された「ＦＵＴＡＢＡ・ＳＤＧｓダイアローグ２０２１～コロナに負けん！はじめっぺSDGｓ
～」（主催：ふたば地域サポートセンターふたすけ）にふく・わたとして出演

20日 ふくしまオーガニックコットンプロジェクト2020年度報告会（主催：特定非営利活動法人ザ・ピープル）内で
法人立ち上げを報告

7月 3日 リボーン主催農業体験ツアー（2４名）受け入れ みいこ畑
12日 「ふく・わたですべきこと、できることを考える会」開催

みいこ畑に隣接する建物の研修施設としての有効活用に関する第1回専門家指導実施
21日 ホームページ/Facebookページ開設
31日 福島大学食農学類農業専門家による来訪指導

8月 2日 筑波大学院生（12名）農業体験受け入れ みいこ畑
28日 第1回オンラインツアー開催
29・30日 第1回コットン栽培圃場での専門家による来訪指導実施
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月 事業内容

9月 5日 農泊全国大会オンライン出席
8日 CSR48セミナー出講

10月 25日 「栽培地のこれからを考える会in天空の里山」開催
みいこ畑に隣接する建物の研修施設としての有効活用に関する第2回専門家指導実施

３０日 リボーン主催農業体験ツアー（22名）受け入れ みいこ畑

11月 6・7日 ＣＳＲ４８（7名）研修受け入れ 天空の里山
１６・１７日 第2回コットン栽培圃場での専門家による来訪指導実施
17日 栽培品種に関する専門家訪問指導実施
２７日 第2回オンラインツアー開催
２８日 日本経済新聞 和綿記事掲載

福島県主催副業マッチング現地視察ツアー（12名）受け入れ 天空の里山

12月 ３日 ＳＤＧｓ研修提供に関する訪問研修実施
5日 ベトナム人インフルエンサー（11名） 農業体験・研修受け入れ 天空の里山
８・９・１０日 エコプロダクツ2021に特定非営利活動法人ザ・ピープルと共に「ふくしまオーガニックコットンプ

ロジェクト」として出展

1月 １９日 日本土壌協会による土壌の硬度チェック実施
31日 原綿出荷
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月 事業内容

2月 １・２・３日 東洋大学国際社会学演習（12名）受け入れ 天空の里山・カジロ
4日 栽培品種に関する学習会開催

18日 2021年度の栽培を振り返る会開催

3月 7日 有機農業と農家民泊事業先進地視察会開催
11日 中間貯蔵施設でのコットン栽培に関する現地視察
22日 ふく・わたこの1年編集完了・配布
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2021年 活動計算書 （2022年3月22日時点 見込み）

科目 決算額 内訳

会費収入 ３６６，０００ 正会員6件・活動会員6件・応援会員25件

事業収入 ８４６，３２７ オンラインツアー参加費・ツアーコーディネート料 ほか

補助金 １，２８９，０００ 福島県地域創生総合支援事業補助金

借入金 1，203，776 役員借入

計 ３，７０５，１０３

収入の部

８



支出の部

科目 決算額 内訳

仕入れ 43，6982 原綿買い上げ・販売用手ぬぐい地およびＴシャツ

報償費 ２８５，０００ バーチャルコットンツアー協力者謝金 40,000円（7名分） 専門家指導・先進地視察講師謝金
140,000円（大和田順子・NPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会・遊雲の里） 栽培・栽
培品種に関する専門家指導・学習会の配信業務専門家謝金 10,5000円（明神敬一・森和彦・いわき
おてんとＳＵＮ企業組合）

委託費 ９１８，０００ バーチャルコットンツアー企画制作・運営一式 209,000×2回＝418,000円（福や）
ホームページ・Facebookページ・パンフレット作成業務一式 500,000円（さとゆめ）

旅費 １４０，２０８ スタッフ旅費・講師旅費

印刷製本費 132，150 コピー代 31,500円（特定非営利活動法人ザ・ピープル） バーチャルコットンツアー広報物印刷代
47,850円（福や） 取り組み報告パンフレット印刷代 52,800円（ぷるめりあ）

消耗品費 425，925 オンラインツアー調理教室試作用食材 12,000円（柳生菜園畑の会ほか）・貸出用チャルカ10台
105,000円（木工房大杢）・コットンランプ試作用材料費 10,000円（いわきおてんとＳUN 企業組
合）・リース試作品材料費14,900円（柳生菜園畑の会）・用紙代・宛名ラベルプリンタ用紙・包装材・和
紙ほか

通信運搬費 132，848 郵送料・宅配便運賃（39件）

使用料・賃借料 188，327 オンラインツアー配信機材借上げ料 110,000円（福や）・視察研修会マイクロバス借上げ費用
55,347円・会場費

租税公課 112，250 定款承認（公証役場）・印紙代

手数料 5，040 振込手数料

返済金 928，373 役員借入返済金

計 ３,705,103

収支差額 0

９



2021年度福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）

バーチャルコットンツアー＆ SDGs研修受け入れ事業
活動報告

事業実施期間 2021年5月1日～2022年3月31日

≪事業内容≫

◆WITHコロナ期としてオンラインツアーの開催
新たな魅力創出・発信

◆プロジェクトの持つメッセージ性の再確認
SDGｓに関わる活動であるとの認識
SDGsについて学ぶ研修事業開発
地域の企業・団体・教育機関などに受講への働きかけ
環境配慮型ライフスタイルなどに対する意識向上に寄
与できるプロジェクトへ

◆組織体制を整備・内部研修・研修プログラム開発
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第1回オンラインツアーの実施
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第２回オンラインツアーの実施
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実施概況
第1回

ＳNS等での事前告知により参加者を募り、満席となる31名の参加を得

ました。開催日の数日前に参加者向けのお土産品として「天空の里山」で

栽培された有機野菜のセットを送付。四倉町の「天空の里山」からの中継

を中心に、ふくしまオーガニックコットンプロジェクトの取組み紹介や地域

（いわき市久ノ浜地区）の魅力紹介などを2時間のオンラインツアー形式

で配信しました。先に送付した野菜を活用しての料理教室（ガパオライス

などを紹介）も実施しました。

第2回

「オーガニックコットンの糸紡ぎ＋コットンランプ作り」「リースづくり」

の2つのものづくりコースという企画での募集でした。前回と比較しても

のづくりということで「難しそうだ」という感じを持たれたのか、参加応募

は低調で、30名募集のところ18名の参加に留まりました。参加者に対し

て、それぞれのコースごとに必要な材料をお土産として事前に送付。それ

に加えて収穫されたコットンやコットンの種なども送り現地の雰囲気を少

しでも感じてもらおうと努めました。配信では、プロジェクトの進捗を伝

えたほか、遠野町にある「みいこ畑」の中継、遠野町の地域紹介などを前

半で行い、後半はものづくり教室をそれぞれのコースごとのブレイクアウ

トルームで行いました。
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提供できる研修内容の充実と組織力の強化

地域力創造アドバイザー 大和田順子氏によるSDGｓ関連研修メニュー
整備と組織内の取組みに対するアドバイスを受けての検討を重ねる

次年度実証実験段階へ

14



実施概況

ＳＤＧｓ研修のベースとなる各コットン栽培地の魅力を向上さ

せるために、本法人がどのように関与していく必要があるのか

を7月12日の集いで出し合い、その後の事業の方向性が定ま

りました。この会の講師としては、ロハスビジネスアライアンス

共同代表大和田順子氏を招聘しました。また、大和田氏からの

アドバイスを受けたことで、農家民泊事業を組み合わせること

で、ＳＤＧｓの具体的な取り組み事例としてオーガニックコットン

栽培などの農業体験を提供する展開が可能であるとの共通認

識が確認されました。

こうした取り組みの先進事例として、3月7日に二本松市東和

のNPO法人ゆうきの里東和ふるさとづくり協議会・農家民泊

遊雲の里などでの視察研修を行いました。そこでは、地域の

様々な主体との協力体制の構築の必要性が強く意識されまし

た。

12月3日に行った専門家訪問指導では、今後SDGｓ研修事業

のキーポイントとなる農泊事業やフェアトレード的な商品販売

の展開について、大和田氏の紹介で今後連携可能な主体を訪

問し、意見交換をすることが出来ました。
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栽培スキルを磨く

NPO法人ペットチャルカの広場 代表
明神敬一氏による各圃場での来訪指導

日本オーガニックコットン協会 前理事長
森和彦氏による栽培品種に関する訪問指導
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広報ツールを整える
ホームページ・Ｆaｃebookページ・パンフレットの整備

URL：
https://fukushima.organic

URL:
https://www.facebook.com/fukushimaorganic
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実施概況

本プロジェクトが、参画する団体や農業者による主体的な事業

推進力を保持し、オンラインコットンツアーや研修事業の広報に

も役立てるため、以下の取り組みを行いました。

ホームページおよびFacebookページの作成と広報用パンフ

レットを作成。これらのツールは、今後実際に首都圏の企業・団

体等への一般社団法人としての営業活動にも活用できるものと

して、ある程度のクオリティを求めて作成しました。

プロジェクトに現在参画している主体の輪を広げること、オン

ラインツアー参加者がコットン栽培への関心を深めること、その

双方の目的でオーガニックコットンについて学び、その栽培スキ

ルを高める専門家による指導を4回にわたって実施しました。講

師として、日本オーガニックコットン協会前理事長森和彦氏、

NPO法人ペットチャルカの広場理事長明神敬一氏を招聘しまし

た。

更に、今年度の栽培を振り返る会を開催。参画者の認識を揃え

るための場としました。
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SDGｓ研修の提供事例 11月６・7日 CＳＲ48メンバー研修受け入れ

2日目：活動会員である天空の里山での
活動を中心に

19

1日目：正会員団体であるザ・ピープルの
活動現場を中心に



参加者の声 CSR48メンバーのレポートより

1日目

作業を始める前にザ・ピープルさんの古着の販売所に行って販

売されている古着を見学しました。古着と言えどもメッチャ綺麗。

袖を通していないと思われるものもたくさんありました。そして部

屋の中は古着屋独特の臭いが一切しません。聞けば、ここに持ち

込む洋服は保存状態が良いもの、洗濯済みのものとルールを徹底

しているとのこと。これは、協力してくれるいわきの人たちとザ・

ピープルさんとの間の丁寧なコミュニケーションの賜物です。その

ためにここにはきれいな状態の洋服だけが集まっているとのこと

でした。

その後、数時間作業を続けて、結構な量を仕分けしたように思う

のですが古着の山は一向に減る様子はありませんでした。凄い量

だなあ…。いわき市の人口は32万人。捨てずに古着回収に回っ

ている洋服は、全体の中でも一部でしょう。それでもすごい量でし

た。同じことが日本中で起きていると思うと…。日本中で日々、気

が遠くなるくらい大量の服が不用品として手放されているのだろ

うなあと、容易に推測できます。
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2日目

「天空の里山」でのオーガニックコットン収穫。ふわふわの綿を手

に取るのも楽しく、晴天のもと童心に返り楽しく作業しました。代

表をされている福島さんのお人柄と有機栽培への熱い想い、メン

バーの皆さんの楽しいトークもあり、日頃、パソコンに向き合って

サステナビリティを考えているけれど、原点はこういうところにあ

るのかしら、とふと感じ…。

一方、古着リサイクル、有機コットンともに手間がかかる作業であ

り、出す側と欲しい側のマッチングが重要で（モノ・人）、法律など大

枠の仕組みづくりと、地域循環の小さく回す仕組みの両軸で、皆で

アイデアを出し合っていきたいなあと思います。

「天空の里山」でコットン収穫体験。こちらは約1年半の8割を自

宅でテレワークしてきた私には、久しぶりの土の上を歩く感覚。フ

ワフワのコットンを“するん”と収穫。ここからごみを取り除き、解い

て、糸を紡いで…とてつもない作業です。

アパレルや繊維産業でなくても、服を着ていない人はいないから、

多くの人に体験してほしい！と思いました。川上と川下をたった2

日で首都圏から行って体験できるなんて、実はすごく貴重だと思

う。皆さんの会社でも如何ですか？
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新聞報道から 日本経済新聞2021年11月28日号 NIKKEI STYLE
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一般社団法人ふくしまオーガニックコットンプロジェクト

有機農法による綿花栽培とその収穫物によるものづくりを中心に、その取り組みに関連して

生まれるさまざまな活動や人々の交流を通して、真に豊かな暮らし、地域、未来を紡ぎ出し

て次世代につなぐための事業を目指します。（定款より）

ふく・わた

2021年4月19日

福島県いわき市泉町三丁目14番地の1

代表理事 吉田恵美子

理 事 大瀧知子 福島裕

監 事 吉田充

◆ 名 称 ：

◆ 目 的 ：

◆ 略 称 ：

◆ 設立日：

◆ 所在地：

◆ 役 員 ：

◆ E-mail： info@fukushima.organic
◆ U R L ： https://fukushima.organic

福島県地域創生総合支援事業補助金助成事業 2022年3月22日作成

歩みを更に進めるために、ご支援を頂ければ嬉しいです。
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